
伝
教
大
師
最
澄
が
梵
網
戒
を
受
容
す
る
に
あ
た
っ
て
小
乗
戒
を

棄
捨
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
菩
薩
戒
の
受

持
方
法
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
最
澄
独
特

の
戒
思
想
が
伺
え
る
が
、
同
時
に
又
、
そ
の
円
戒
を
め
ぐ
っ
て
問

題
も
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
当
時
南
都
各
宗
で
お
こ
な
わ

れ
た
受
戒
法
は
、
出
家
・
在
家
は
共
に
通
受
と
し
て
菩
薩
の
三
聚

浄
戒
を
受
け
る
が
、
別
受
と
し
て
は
出
家
・
在
家
の
そ
れ
ぞ
れ
の

分
に
相
応
し
た
戒
を
四
分
律
の
制
に
従
っ
て
受
け
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
最
澄
が
主
張
す
る
如
く
、
梵
網
戒
の
み

で
出
家
受
戒
し
た
場
合
、
在
家
・
出
家
の
区
別
が
判
然
と
し
な
く

も
と

な
る
、
天
台
の
小
戒
共
受
の
伝
統
に
惇
る
、
法
華
開
顕
に
背
く
、

等
々
の
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
本
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
中

心
に
、
最
澄
の
小
乗
戒
棄
捨
～
梵
網
戒
単
受
に
対
す
る
私
見
を
述

最
澄
に
於
け
る
円
戒
受
容
の
問
題

序

最
澄
が
『
梵
網
経
』
を
理
解
す
る
上
で
、
明
曠
の
『
天
台
菩
薩

戒
疏
冊
補
』
を
重
要
な
依
り
処
と
し
た
こ
と
は
、
「
顕
戒
論
』
で

の
引
用
や
、
両
者
の
梵
網
戒
解
釈
の
接
近
な
ど
か
ら
容
易
に
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
明
曠
の
『
梵
網
経
』
解
釈
は
、
自
ら

①

「
今
従
仏
意
円
教
消
釈
」
と
言
う
如
く
、
天
台
の
伝
統
的
解
釈
で

あ
る
別
円
菩
薩
の
戒
と
し
て
よ
り
も
、
円
教
菩
薩
の
戒
と
し
て
理

解
し
て
い
る
。
天
台
家
に
於
る
『
梵
網
経
』
の
註
疏
に
は
、
智
舶

の
作
と
さ
れ
る
『
菩
薩
戒
義
疏
』
二
巻
が
あ
る
。
明
砿
は
川
補
す

る
に
あ
た
っ
て
、
自
ら
の
立
場
が
先
見
に
随
う
こ
と
を
示
し
て
、

今
随
所
欲
直
筆
蛸
文
。
取
捨
有
想
不
違
先
見
。
則
以
天
台
為

②

宗
骨
、
用
天
宮
之
具
縁
。

と
い
っ
て
い
る
。
天
台
を
宗
骨
と
す
る
と
い
い
な
が
ら
も
、
明
曠

へ
て
み
た
い
。

■■■■■
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の
『
洲
補
」
と
智
頒
の
『
疏
』
と
の
間
に
は
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
も
特
に
注
意
を
引
く
の
は
、
『
智
度
論
』
の
十
戒
に
対

す
る
両
者
の
解
釈
の
違
い
で
あ
る
。

『
智
度
論
』
の
第
八
七
巻
で
説
か
れ
る
戒
の
中
か
ら
、
不
欠
・

不
破
・
不
穿
・
不
雑
・
随
道
・
無
著
・
智
所
讃
・
自
在
・
随
定
・

具
足
の
十
戒
を
取
り
出
し
、
こ
の
十
戒
に
よ
り
一
切
の
戒
を
統
摂

し
よ
う
と
す
る
の
に
、
智
韻
の
『
疏
」
で
は
、

不
欠
者
、
持
於
性
戒
。
性
重
清
浄
如
護
明
殊
。
若
殼
狂
者
如

器
已
欠
、
仏
法
辺
人
也
。
不
破
者
、
持
於
十
三
無
有
破
損
也
。

不
穿
者
、
波
夜
提
等
。
若
有
所
犯
如
器
穿
漏
、
不
堪
受
道
也
。

不
雑
者
持
定
共
戒
。
雌
持
律
儀
念
破
戒
事
名
之
為
雑
。
定
共

持
心
欲
念
不
起
。
大
経
云
、
言
語
噸
調
、
壁
外
釧
声
、
男
女

相
追
、
皆
汚
浄
戒
也
。
随
道
者
、
随
順
諦
理
能
破
見
惑
也
。

無
著
者
、
見
真
成
聖
、
於
思
惟
惑
無
所
染
著
。
此
両
約
真
諦

持
戒
也
。
智
所
讃
戒
、
自
在
戒
、
約
菩
薩
化
他
。
為
仏
所
讃

於
世
間
中
而
得
自
在
。
此
約
俗
諦
論
持
戒
也
。
随
定
、
具
足

両
戒
。
即
是
随
首
梧
厳
、
不
起
滅
定
現
諸
威
儀
、
示
十
法
界

像
導
利
衆
生
。
雌
威
儀
起
動
任
運
常
浄
。
故
名
随
定
戒
。
前

来
諸
戒
律
儀
防
止
名
不
具
足
。
中
道
之
戒
無
戒
不
備
。
故
名

具
足
。
用
中
道
慧
遍
入
諸
法
。
故
名
具
足
。
此
是
持
中
道
第

③

一
義
諦
戒
也
。

と
、
十
戒
を
律
儀
・
定
共
・
道
共
の
三
戒
に
分
類
し
、
律
儀
戒
で

あ
る
不
欠
・
不
破
・
不
穿
の
三
戒
に
対
し
て
声
聞
戒
を
当
て
て
い

る
。

こ
れ
に
対
し
て
明
曠
の
『
刑
補
疏
』
で
は
、

此
三
聚
戒
、
依
大
智
度
論
義
通
十
種
。
一
不
欠
、
謂
持
十
善

性
戒
乃
至
十
重
。
若
殿
欠
者
無
堪
受
用
。
二
不
破
、
三
不
穿
、

即
四
十
八
軽
。
若
殴
犯
者
如
器
破
裂
及
穿
漏
也
。
四
不
雑
念
、

即
欲
念
不
起
也
。
五
随
道
、
六
無
著
、
謂
見
真
諦
理
離
三
界

内
見
思
惑
也
。
七
智
所
讃
、
八
自
在
、
此
約
菩
薩
利
他
、
為

智
人
所
讃
。
九
随
定
、
十
具
足
、
約
証
中
道
、
首
拐
厳
禅
。

④

不
起
滅
定
現
威
儀
、
示
十
界
身
随
形
化
物
也
。

と
、
三
聚
に
よ
り
分
類
す
る
と
し
て
、
そ
の
摂
律
儀
戒
と
考
え
ら

れ
る
不
欠
・
不
破
・
不
穿
の
三
戒
に
、
十
善
乃
至
十
重
と
四
十
八

軽
戒
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
智
韻
が
梵
網
戒
を
『
智
度
論
』
の
十

戒
中
、
ど
の
戒
の
摂
と
し
た
か
を
考
え
て
み
る
と
、
初
期
の
著
作

と
さ
れ
る
『
釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
に
は
、
十
戒
中
第
七
智
所

讃
戒
に
対
し
て
、

七
持
智
所
讃
戒
。
発
菩
提
心
為
令
一
切
衆
得
浬
藥
故
持
戒
。

如
是
持
戒
則
為
智
所
讃
歎
。
亦
可
言
持
菩
薩
十
重
四
十
八
軽

⑤

戒
。
此
戒
能
至
仏
果
故
為
智
所
讃
歎
。

と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
菩
薩
十
重
四
十
八
軽
戒
と
は
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梵
網
の
十
重
四
十
八
軽
戒
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、

智
顎
は
梵
網
戒
を
第
七
智
所
讃
戒
の
摂
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

宝
地
房
証
真
の
弟
子
と
さ
れ
る
円
淋
が
智
頻
の
『
疏
』
を
註
釈

し
た
『
菩
薩
戒
義
疏
妙
』
に
は
、
十
重
四
十
八
軽
戒
が
十
戒
中
い

ず
れ
に
属
す
る
か
を
検
討
し
、

応
是
初
三
律
儀
摂
也
。
然
約
篇
聚
消
釈
大
諭
初
三
戒
者
、
律

儀
本
在
篇
聚
故
也
。
何
妨
亦
以
菩
薩
律
儀
属
其
中
耶
（
中
略
）

⑥

以
諭
十
戒
分
封
三
聚
、
是
非
初
三
亦
是
菩
薩
摂
律
儀
耶
。

と
い
っ
て
い
る
。
智
顔
は
律
儀
戒
が
小
乗
篇
聚
戒
に
基
づ
く
所
か

ら
初
三
戒
に
対
し
て
篇
聚
戒
を
当
て
て
い
る
が
、
も
し
菩
薩
の
三

聚
律
儀
に
よ
っ
て
論
の
十
戒
が
解
釈
さ
れ
た
な
ら
ば
、
初
三
戒
に

摂
律
儀
と
し
て
の
十
重
四
十
八
軽
戒
が
当
て
ら
れ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
し
か
し
円
淋
は
こ
の
答
に
続
き

又
一
解
云
応
是
出
仮
入
中
戒
摂
。
大
師
諸
文
只
約
篇
聚
制
、

不
欠
等
律
儀
戒
相
不
云
亦
摂
菩
薩
戒
也
℃
不
雑
事
定
、
入
空

マ
マ

見
修
太
違
円
違
。
故
以
諸
戒
摂
十
戒
時
分
別
四
教
。
応
是
尽

⑦

理
。
而
於
入
仮
入
中
戒
中
可
摂
別
円
菩
薩
戒
也
。

と
い
っ
て
、
こ
の
十
戒
に
於
て
四
教
の
分
別
が
な
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
入
仮
入
中
の
戒
に
別
円
菩
薩
の
戒
と
し
て
の
梵
網
戒
が
摂
め

ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
又
、

故
知
今
経
発
大
心
已
所
持
。
経
重
既
在
別
円
不
濫
小
。
故
在

廻
向
支
。
於
十
戒
是
後
五
戒
。
論
十
戒
中
後
四
戒
也
。
又
十③

二
願
在
廻
向
。
今
十
三
願
必
是
其
摂
。
其
余
軽
重
豈
不
然
也
。

と
い
っ
て
、
『
梵
網
経
』
の
戒
は
、
『
浬
樂
経
』
の
五
支
戒
中
で

は
第
五
の
廻
向
具
足
支
中
に
、
『
浬
樂
経
』
の
十
戒
中
で
は
第
六

大
乗
戒
よ
り
後
の
五
戒
中
に
、
『
智
度
論
』
の
十
戒
中
で
は
第
七

智
所
讃
戒
よ
り
後
の
四
戒
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
摂
め
ら
れ
る
と
し
、

又
、
『
法
華
玄
義
』
に
、

廻
向
具
足
無
上
道
戒
者
、
即
是
菩
薩
於
諸
戒
中
具
四
弘
六
度
。

発
願
要
心
廻
向
菩
薩
。
又
大
乗
戒
（
中
略
）
又
別
発
願
要
制
己

心
。
寧
以
此
身
臥
於
熱
鉄
不
以
破
戒
受
他
躰
席
。
十
二
誓
願

⑨

自
制
其
心
。

⑩

と
い
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
『
梵
網
経
』
の
十
三
願
を
念
頭
に

置
い
た
説
で
あ
る
と
述
詞
へ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
は
、
智
顎
が

『
次
第
法
門
』
で
、
梵
網
戒
を
出
仮
入
中
以
上
の
菩
薩
が
受
持
す

る
戒
と
し
て
い
た
の
と
ぼ
ぽ
一
致
し
て
い
る
。

『
菩
薩
戒
義
疏
』
で
は
、

於
三
教
中
即
是
頓
教
。
明
仏
性
常
住
一
乗
妙
旨
。
所
被
之
人

⑪

唯
為
大
士
不
為
二
乗
。
華
厳
云
二
乗
在
座
不
知
不
覚
。

と
い
っ
て
、
「
梵
網
経
』
は
直
ち
に
菩
薩
大
士
の
為
に
説
か
れ
た

も
の
と
し
て
、
天
台
化
儀
中
、
頓
教
の
摂
と
さ
れ
、
『
法
華
玄
義
』
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で
も
、

開
驫
顕
妙
者
、
他
云
梵
網
是
菩
薩
戒
。
今
問
是
何
等
菩
薩
戒
。

彼
若
答
言
是
蔵
通
等
菩
薩
戒
者
、
応
別
有
菩
薩
衆
。
衆
既
不

別
、
戒
何
得
異
。
又
若
別
明
菩
薩
戒
者
、
何
等
別
是
縁
覚
戒
。

今
明
三
蔵
三
乗
無
別
衆
、
不
得
別
有
菩
薩
縁
覚
之
戒
也
。
若

作
別
円
菩
薩
解
者
可
然
。
何
者
三
乗
共
衆
外
別
有
菩
薩
。
故

⑫

別
有
戒
。

と
い
っ
て
、
梵
網
戒
は
三
乗
共
衆
の
蔵
教
・
通
教
の
戒
で
な
く
、

別
教
・
円
教
の
菩
薩
の
た
め
に
説
か
れ
た
戒
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

蔵
教
・
通
教
が
お
の
お
の
析
法
・
体
法
に
よ
っ
て
真
諦
を
観
じ
る

に
対
し
て
、
別
教
・
円
教
は
隔
別
・
円
隔
の
相
違
は
あ
る
も
の
の

執
れ
も
中
道
を
諦
観
と
し
て
い
る
。
化
法
の
四
教
中
、
中
道
を
知

り
得
る
の
は
通
教
の
出
仮
、
即
ち
体
空
に
よ
り
但
中
を
知
る
別
接

通
、
体
空
に
よ
り
不
但
中
を
知
る
円
接
通
以
上
に
於
て
で
あ
り
、

梵
網
戒
を
こ
の
よ
う
に
出
仮
以
上
の
菩
薩
が
持
つ
戒
と
す
る
こ
と

は
、
中
道
を
修
す
る
菩
薩
が
受
持
す
る
の
は
梵
網
戒
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
暗
に
認
め
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

明
曠
も
、

⑬

今
此
戒
経
結
華
厳
会
。
即
別
円
教
軽
重
頓
制
菩
薩
律
儀
。

と
い
っ
て
、
智
顎
と
同
様
、
梵
網
戒
が
別
円
両
教
の
菩
薩
の
た
め

に
説
か
れ
た
戒
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
『
智
度
論
』
の
十
戒
に

つ
い
て
は
三
聚
円
融
の
立
場
か
ら
初
三
戒
に
梵
網
の
十
重
四
十
八

軽
戒
を
摂
め
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
円
淋
は

明
曠
釈
違
大
師
疏
不
依
用
。
所
以
大
師
只
約
篇
聚
釈
不
欠
等
。

⑭

而
云
十
戒
通
用
為
根
本
也
。
何
云
不
欠
即
十
善
耶
。

と
い
っ
て
、
明
曠
が
初
三
戒
に
十
重
等
を
摂
め
て
い
る
こ
と
は
、

智
頷
が
『
摩
訶
止
観
』
で
『
智
度
論
』
の
十
戒
に
対
し
て
、
「
此

⑮

十
通
用
性
戒
為
根
本
」
と
い
う
の
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
明

曠
に
対
す
る
非
難
を
述
ゞ
へ
て
い
る
。
円
淋
の
説
は
と
も
か
く
と
し

て
、
十
戒
を
三
聚
説
で
摂
め
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
梵
網
戒
を
別

円
で
な
く
円
教
と
し
て
解
釈
し
よ
う
と
し
た
明
曠
の
意
図
が
よ
く

現
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

今
更
に
明
曠
の
説
か
ら
そ
の
円
意
釈
を
考
察
す
る
と
、
『
Ⅲ
補

疏
』
に
は
、
『
智
度
論
』
の
十
戒
に
つ
い
て
、

間
如
前
十
戒
乗
戒
互
通
。
如
何
取
別
。
答
制
教
所
明
従
禁
悪

辺
而
得
戒
名
。
化
教
所
明
従
修
禅
学
慧
而
立
乗
称
。
此
則
別

⑯也
。

と
い
っ
て
、
別
義
と
し
て
の
制
教
と
化
教
に
よ
る
戒
と
乗
の
区
別

を
認
め
な
が
ら
も
、
通
義
と
し
て
は
、

今
菩
薩
戒
三
聚
互
通
。
従
制
止
悪
名
之
為
戒
。
従
制
起
行
常

住
慈
悲
則
是
乗
也
。
故
知
戒
戒
三
聚
互
通
。
三
観
三
身
相
即
。

三
聚
三
身
既
無
優
劣
。
四
十
八
軽
十
重
等
持
心
性
寧
有
浅
深
。
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⑫

仮
分
乗
戒
両
名
。
二
無
非
実
相
。
方
是
円
融
菩
薩
戒
也
。

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
明
曠
は
別
表
と

し
て
の
戒
乗
の
各
別
説
よ
り
も
、
通
義
と
し
て
の
三
聚
互
通
説
か

ら
「
智
度
論
』
の
十
戒
を
理
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。
三
聚
と
三
学

・
三
観
・
三
徳
・
三
身
・
四
弘
誓
願
と
の
結
び
つ
き
を
説
く
三
聚

互
融
の
教
義
か
ら
「
智
度
論
』
の
十
戒
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
不
欠
等
の
三
戒
に
梵
網
の
十
重
四
十
八
軽
戒
が
摂
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
円
淋
は
、

円
頓
止
観
第
三
云
、
前
四
威
儀
、
次
四
摂
衆
生
、
後
二
摂
善

⑱

法
戒
。

と
、
『
円
頓
止
観
』
に
も
三
聚
に
よ
る
『
智
度
論
』
の
十
戒
解
釈

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
円
頓
止
観
』
は
『
摩

訶
止
観
』
の
成
立
以
前
に
ま
と
め
ら
れ
た
智
顎
の
著
作
と
さ
れ
る

か
ら
、
明
曠
の
三
聚
に
よ
る
『
智
度
論
』
の
十
戒
解
釈
は
、
あ
る

い
は
『
円
頓
止
観
』
に
従
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
十
戒
解
釈
に

於
て
、
智
顎
の
主
な
著
作
中
で
は
湿
学
の
立
場
か
ら
小
乗
に
説
か

れ
る
定
共
・
道
共
に
よ
り
解
釈
さ
れ
、
『
Ⅲ
袖
疏
』
や
『
円
頓
止

観
』
で
は
小
乗
に
説
か
れ
な
い
三
聚
説
に
従
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
殊
に
明
砿
が
第
一
不
欠
戒
に
十
善
乃
至
十
重
を

摂
め
た
こ
と
は
、
「
瓊
略
経
』
の
摂
律
儀
戒
で
あ
る
十
波
羅
夷
と

の
関
係
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

梵
網
の
十
重
四
十
八
軽
戒
に
つ
い
て
、
智
顎
は
出
仮
以
上
の
菩

薩
が
受
持
す
る
別
円
菩
薩
の
戒
と
し
、
明
曠
は
三
聚
と
の
互
融
説

か
ら
乗
戒
一
致
を
説
き
円
教
の
戒
と
し
て
の
地
位
を
与
え
て
い
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
両
者
の
説
が
最
澄
に
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
の
か
。
『
顕
戒
論
』
で
は
、
小
律
儀
を
共
に
す
る
蔵
通
両
教

の
菩
薩
に
対
し
て
、
小
律
儀
を
共
に
せ
ず
梵
網
戒
の
み
を
受
持
す

る
別
円
の
菩
薩
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
智
顎
の
説

を
継
承
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
顕
戒
論
』
に

⑲

は
「
請
円
三
学
」
と
い
い
、

⑳

円
教
三
学
未
具
足
。
二
学
雛
芽
未
戒
学
。

と
述
べ
て
い
る
。
又
、

夫
此
十
重
戒
雌
先
伝
授
然
但
有
其
名
未
伝
其
義
。
何
以
得
知

⑳

未
伝
其
義
乎
。
然
未
解
円
義
故
猶
共
小
儀
故
。

と
、
小
儀
を
ま
じ
え
た
迂
廻
道
に
終
始
す
る
南
都
の
受
戒
態
度
は
、

円
戒
を
知
ら
な
い
た
め
て
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
又
、
『
註
無
量

⑫

義
経
』
に
「
虚
空
不
動
」
の
三
学
を
示
し
て
い
る
の
は
、
明
曠
等

の
三
聚
互
融
説
を
受
け
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

最
澄
の
梵
網
戒
解
釈
は
、
智
頒
の
別
円
説
と
明
曠
の
円
義
説
と

を
巧
み
に
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
『
顕
戒
論
』
に
、

今
約
一
乗
菩
薩
等
由
何
無
別
菩
薩
僧
。
是
故
可
有
大
小
之
二

⑳
僧
。
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と
い
う
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
小
乗
律
と
大
乗
律
と
を

隔
別
し
、
化
他
の
た
め
に
仮
受
す
る
以
外
は
小
乗
戒
を
棄
捨
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
成
程
智
頗
は
、
小
乗
戒
を
受
持
す
る
蔵
教

・
通
教
の
三
乗
集
団
の
他
に
、
梵
網
戒
の
み
を
受
持
す
る
別
教
・

円
教
の
菩
薩
集
団
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
『
法

華
玄
義
』
に
、

三
帰
五
戒
十
善
二
百
五
十
皆
是
摩
訶
術
。
豈
有
曠
戒
隔
於
妙

⑳
戒
。

と
あ
る
よ
う
に
、
円
戒
は
開
顕
に
よ
り
一
切
の
戒
を
絶
待
戒
と
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
智
頻
は
そ
の
伝
記
に
示
さ

れ
る
所
で
は
、
篇
聚
戒
を
厳
守
し
た
よ
う
で
あ
る
。
明
曠
も
、

⑮

法
華
開
顕
人
減
円
殊
途
同
帰
。
何
小
之
有
。

と
い
い
、
又
、

⑳

出
家
二
衆
初
稟
四
分
律
儀

と
い
っ
て
、
出
家
者
の
受
戒
に
際
し
て
四
分
律
儀
を
用
い
る
こ
と

を
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
出
家
側
も
梵
網
戒
の
み
で
受
戒
す

る
と
い
う
最
澄
の
円
戒
思
想
と
は
、
大
き
く
異
な
る
も
の
と
い
え

、
ト
生
殖
ヘ
ノ
Ｏ

江
戸
時
代
の
学
僧
大
宝
守
脱
が
、
『
法
華
玄
義
講
述
』
で
、

大
乗
菩
薩
受
得
小
戒
義
有
多
途
。
別
教
菩
薩
竪
学
四
教
。
故

復
持
小
律
儀
。
円
教
菩
薩
円
中
道
妙
戒
此
戒
無
戒
不
備
。
以

⑳

中
道
慧
偏
入
諸
法
何
隔
小
戒
。

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
別
教
や
円
教
で
も
小
戒
を
隔
て
て
棄
捨

す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
に
、

⑬

戒
無
大
小
由
受
者
心
期
。

と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
乗
を
目
指
す
者
も
小
戒
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
に
対
し
て
は
、
最
澄
が
小
戒

を
棄
捨
し
た
の
は
天
竺
の
一
向
大
乗
寺
の
制
に
従
い
直
道
を
進
ん

だ
か
ら
で
あ
り
、
中
国
で
は
大
小
兼
学
寺
が
あ
る
も
の
の
一
向
大

乗
寺
が
な
い
た
め
に
迂
回
道
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
る
。『

智
度
論
』
の
十
戒
に
対
す
る
三
聚
説
と
い
い
、
三
聚
円
融
説

と
い
い
、
明
曠
に
は
最
澄
へ
と
直
接
繋
が
る
梵
網
戒
思
想
が
あ
る

が
、
三
聚
説
は
不
通
小
乗
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
小
乗
戒
そ

の
も
の
を
否
定
す
る
考
え
方
は
み
ら
れ
な
い
。
三
聚
と
三
学
等
の

一
致
も
、
円
教
の
円
融
面
に
力
点
を
置
い
た
説
と
し
て
解
釈
す
べ

き
で
あ
り
、
こ
の
三
聚
の
円
融
思
想
こ
そ
、
小
乗
に
通
じ
な
い
円

戒
の
特
色
で
あ
る
。
即
ち
乗
戒
の
一
致
に
よ
る
戒
解
釈
は
、
道
共

戒
。
定
共
戒
を
説
く
小
乗
戒
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
小
乗
の
乗
戒

は
円
融
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
円
教
で
は
乗
戒
が
円

融
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
円
戒
と
し
て
の
梵
網
戒
の
特
色
と
な

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
明
曠
の
円
戒
は
、
乗
と
し
て
の
止
観

52



と
と
も
に
円
融
す
る
戒
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
事
戒
と
い
う
よ
り

も
理
戒
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
事
戒
と
し
て
受
持

す
る
戒
は
四
分
律
が
中
心
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
円
教
頓
悟
の
た

め
の
戒
と
さ
れ
る
梵
網
戒
は
、
三
聚
等
と
の
円
融
面
に
お
い
て
頓

悟
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
理
戒
と
し
て
梵
網
戒
を
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
い
い
う
る
こ
と
で
あ
り
、
最
澄
の
よ
う
に
事
戒

と
し
て
梵
網
戒
の
み
を
受
け
、
小
乗
戒
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
明

曠
の
戒
思
想
中
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
・

明
曠
の
よ
う
に
梵
網
戒
を
理
戒
と
し
て
み
る
傾
向
は
智
散
に
も

み
う
け
ら
れ
る
が
、
第
六
祖
湛
然
で
は
出
家
菩
薩
も
小
乗
律
儀
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
、
事
戒
重
視
の
傾
向
が
強
い
。

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
に
は
、

⑳

五
篇
七
衆
竝
是
出
家
菩
薩
律
儀
。

と
説
か
れ
、
『
法
華
玄
義
釈
識
』
に
は
、

別
円
両
教
云
於
梵
網
。
若
出
家
菩
薩
全
用
白
四
。
而
為
護
他

⑳

加
制
六
夷
与
小
異
耳
。

と
述
令
へ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
最
澄
の
不
共
二
乗
の
梵
網

戒
と
相
反
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

智
頗
、
明
嘘
は
、
三
聚
の
小
乗
に
通
じ
な
い
点
か
ら
、
又
、
乗

戒
一
致
の
理
戒
で
あ
る
点
か
ら
、
梵
網
戒
の
意
義
を
認
め
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
上
の
受
戒
に
於
け
る
諸
威
儀
に
つ
い
て
は
、
声
聞

戒
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
出
家
僧
で
あ
る
限
り

篇
聚
戒
は
不
可
欠
で
あ
り
、
湛
然
の
事
戒
重
視
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
梵
網
戒
は
小
乗
戒
の
上
に
化
他
の
戒
と
し
て
加
制
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
最
澄
の
よ
う
に
梵
網
戒
単
受

に
よ
り
声
聞
戒
を
棄
捨
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
中
国
天
台
の
伝
統

か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
主
張
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

現
実
の
修
道
上
で
の
威
儀
作
法
と
い
う
よ
り
も
、
菩
薩
の
心
の

あ
り
方
に
中
心
を
据
え
た
の
が
菩
薩
戒
で
あ
る
な
ら
ば
、
観
心
と

戒
と
を
一
致
さ
せ
た
三
学
一
体
の
戒
を
、
理
戒
と
し
て
で
な
く
事

戒
と
し
て
受
け
、
声
聞
戒
の
威
儀
を
無
視
し
た
場
合
、
相
当
の
不

都
合
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
南
都
側

か
ら
か
な
り
強
い
批
判
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『
顕
戒
論
』
に
引

用
さ
れ
る
僧
綱
の
秦
文
に
は
、

声
聞
僧
尚
有
二
百
五
十
戒
三
千
威
儀
。
今
菩
薩
僧
何
以
但
持

十
重
四
十
八
軽
。

と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
最
澄
は
、

地
上
菩
薩
八
万
威
儀
。
地
前
菩
薩
随
分
威
儀
。
何
況
一
分
菩

薩
具
分
菩
薩
。
謹
案
梵
網
経
云
、
我
今
半
月
半
月
自
涌
諸
仏

法
戒
。
汝
等
一
切
発
心
菩
薩
亦
諦
乃
至
十
発
趣
十
長
養
十
金

二
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剛
十
地
諸
菩
薩
亦
謂
癌
苓
明
知
八
万
威
儀
通
凡
聖
儀
。
是

故
経
云
、
汝
等
一
切
菩
薩
今
学
当
学
己
学
。
如
是
十
戒
応
当

学
敬
心
奉
持
。
八
万
意
義
品
当
広
明
縄
彗
明
知
今
菩
薩
僧

⑳

有
八
万
儀
。
何
引
三
千
儀
混
八
万
威
儀
也
。

と
い
っ
て
い
る
。
八
万
の
威
儀
を
受
け
る
に
つ
い
て
は
、
そ
の
菩

薩
の
位
次
に
よ
っ
て
、
具
分
の
者
、
随
分
の
者
、
一
分
の
者
と
様

々
で
あ
る
が
、
い
づ
れ
も
そ
の
力
量
に
応
じ
て
円
戒
を
受
持
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
声
聞
戒
の
三
千
の
威
儀
か
ら
、
八
万
の
威
儀

を
具
え
よ
う
と
す
る
円
戒
を
難
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
最
澄
の
戒
観
の
特
色
を
よ
く
示
す
も
の
で
、
明

曠
と
も
、
湛
然
と
も
相
違
す
る
所
で
あ
る
。
明
曠
の
乗
戒
を
一
致

し
た
理
戒
と
し
て
の
円
意
解
釈
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
、

⑫

五
十
一
位
円
菩
薩
乗
之
律
儀
也
。

と
い
う
も
の
の
、
八
万
の
威
儀
は
梵
網
の
十
重
四
十
八
軽
戒
中
に

円
満
に
具
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
八
万
の
威
儀
の
一
分
乃
至
具

分
と
い
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
又
、
湛
然
の
よ

う
に
八
万
の
威
儀
を
具
体
的
な
事
戒
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
ば
、

『
法
華
文
句
記
』
で
、

出
家
菩
薩
具
足
堅
持
毘
尼
篇
聚
。
大
乗
教
意
一
切
皆
然
。
但

護
篇
聚
於
梵
網
八
万
律
儀
未
為
持
相
。
但
此
土
器
劣
且
以
小

⑬

検
助
成
大
機
。

と
い
う
よ
う
に
、
八
万
の
威
儀
が
伝
わ
ら
な
い
以
上
そ
れ
を
助
成

す
る
た
め
に
小
乗
律
儀
三
千
の
威
儀
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

若
し
小
乗
三
千
の
威
儀
を
無
視
し
た
場
合
、
梵
網
の
戒
で
は
細

か
く
規
制
さ
れ
て
い
な
い
諸
威
儀
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
と
い

う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
南
都
側
か
ら
の
追
求
も
こ
の
点
に
関
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
『
顕
戒
論
』
に
、

「
開
示
声
聞
此
丘
外
別
有
大
乗
出
家
菩
薩
明
拠
二
十
一
」

「
開
示
大
僧
名
大
小
通
称
明
拠
二
十
三
」

「
開
示
大
小
二
僧
名
明
拠
二
十
七
」

「
開
示
菩
薩
剃
除
寶
髪
出
家
修
道
明
拠
二
十
八
」

「
開
示
菩
薩
僧
著
袈
裟
明
拠
二
十
九
」

「
開
示
菩
薩
受
三
衣
等
明
拠
三
十
」

と
い
っ
た
明
拠
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
容
易
に
理
解
で
き

る
。
こ
の
中
で
根
本
と
な
る
問
題
は
、
声
聞
戒
を
用
い
る
こ
と
な

く
菩
薩
戒
の
み
で
出
家
得
道
す
る
菩
薩
僧
団
が
認
め
ら
れ
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
明
拠
二
十
一
」
に
は
、
『
梵
網

⑭

経
』
の
「
若
仏
子
口
自
説
出
家
在
家
菩
薩
此
丘
此
丘
尼
」
の
文
を

引
用
し
て
、
声
聞
此
丘
の
外
に
出
家
菩
薩
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
出
家
菩
薩
が
、
声
聞
の
威
儀
に
従
う
こ
と
の
な
い
、

声
聞
と
独
立
し
た
菩
薩
で
あ
る
こ
と
は
、
「
明
拠
二
十
七
」
に
、
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釈
迦
文
仏
無
菩
薩
僧
者
、
但
約
小
乗
能
化
仏
説
。
又
云
文
殊

等
大
菩
薩
入
声
聞
次
第
而
坐
者
、
和
光
故
。
入
声
聞
坐
不
謂⑮

文
殊
学
小
乗
戒
。
当
知
約
小
釈
迦
無
別
菩
薩
、
即
蔵
通
意
也
。

と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
即
ち
、
鹿
苑
で
の
初

転
法
輪
に
お
い
て
小
乗
の
釈
迦
の
教
化
に
従
っ
た
文
殊
等
の
菩
薩

は
、
本
来
の
大
菩
薩
の
位
を
隠
し
て
声
聞
中
に
入
っ
た
ま
で
で
、

声
聞
の
威
儀
以
外
に
菩
薩
の
威
儀
が
な
い
の
は
、
蔵
教
・
通
教
の

立
場
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
『
菩
薩
戒
義
疏
』
で
は
、
最
澄
が
「
明

拠
二
十
こ
で
引
用
し
た
『
梵
網
経
』
の
「
出
家
菩
薩
比
丘
比
丘

尼
」
と
い
う
文
に
対
し
て
、

文
云
在
家
菩
薩
即
是
情
信
士
女
。
出
家
菩
薩
是
十
戒
具
戒
。

又
言
比
丘
比
丘
尼
。
一
云
猶
是
出
家
菩
薩
具
戒
者
耳
。
亦
云

⑯

是
声
聞
僧
尼
。

と
い
う
説
明
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
円
淋
の
『
紗
』
や

了
恵
の
『
天
台
菩
薩
戒
義
疏
見
聞
』
に
は
、
出
家
菩
薩
の
十
戒
は

『
山
家
学
生
式
』
中
『
六
条
式
』
に
示
さ
れ
る
「
授
円
十
善
戒
為

⑰

菩
薩
沙
弥
」
と
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

菩
薩
沙
弥
が
十
善
性
戒
乃
至
は
沙
弥
の
十
戒
を
受
持
す
る
こ
と
を

示
し
た
の
が
「
十
戒
」
で
あ
る
か
ら
、
「
具
戒
」
と
は
菩
薩
比
丘

と
し
て
三
聚
戒
を
受
持
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
こ
で
い
わ
れ
る
三
聚
戒
は
、
『
瑞
伽
論
』
や
『
地
持
経
』
で

説
か
れ
る
接
律
儀
に
篇
聚
戒
を
摂
め
る
も
の
で
は
な
く
、
摂
律
儀

戒
と
し
て
梵
網
の
十
重
四
十
八
軽
戒
の
み
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
梵
網
の
三
聚
戒
の
み
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
菩
薩
比
丘
と⑱

な
る
こ
と
の
経
証
は
、
円
仁
の
『
顕
揚
大
戒
論
』
に
引
用
さ
れ
た

『
占
察
経
』
に
よ
り
示
さ
れ
る
。
即
ち
『
占
察
経
』
に
、

其
年
若
満
二
十
時
乃
可
如
上
総
受
菩
薩
三
種
戒
聚
。
然
後
得

⑲

名
比
丘
比
丘
尼
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
菩
薩
の
三
聚
浄
戒
を
受
け
た
も
の
は
、
声
聞

律
儀
を
受
け
な
く
て
も
比
丘
・
比
丘
尼
と
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

『
占
察
経
』
で
は
、
「
十
根
本
重
戒
」
、
「
十
根
本
戒
」
が
強
調
さ

れ
て
い
る
点
か
ら
、
そ
こ
で
示
さ
れ
る
三
聚
説
は
、
摂
律
儀
戒
に

十
婆
羅
夷
を
当
て
る
『
畷
略
経
』
系
統
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
別
の
箇
所
に
は
、

出
家
之
戒
名
為
比
丘
比
丘
尼
。
即
応
推
求
声
聞
律
蔵
及
菩
薩

⑳

所
習
摩
徳
勒
伽
蔵
。

と
あ
り
、
出
家
の
戒
と
し
て
は
声
聞
律
儀
を
推
求
す
る
必
要
が
説

か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
は
、
摂
律
儀
に
篇
聚
戒
を
当
て
る
琉

伽
・
地
持
系
の
三
聚
説
で
あ
る
と
も
推
察
で
き
る
。
し
た
が
っ
て

「
推
求
声
聞
律
蔵
」
の
箇
所
を
無
視
し
、
三
聚
を
受
け
れ
ば
比
丘

・
比
丘
尼
と
名
づ
け
る
と
い
う
部
分
だ
け
を
取
り
上
げ
た
の
で
は
、

声
聞
律
儀
を
受
け
な
い
菩
薩
比
丘
が
あ
る
こ
と
の
経
証
と
は
な
ら
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彼
以
占
察
経
為
依
拠
明
文
。
於
受
戒
之
軌
則
狼
依
彼
経
、
至

於
随
戒
更
不
任
彼
経
也
。
即
件
経
説
云
、
即
応
推
求
声
聞
律

蔵
及
菩
薩
所
習
摩
得
勒
伽
蔵
。
既
説
可
学
声
聞
律
蔵
。
而
反

違
彼
経
文
下
、
彼
律
蔵
所
説
具
戒
及
白
四
溺
麿
等
小
乗
学
。

⑪

全
不
依
学
彼
戒
相
。
竝
不
用
別
受
帆
則
。

と
い
っ
て
い
る
の
も
、
肯
け
る
所
で
あ
る
。

『
梵
網
経
』
自
体
が
菩
薩
戒
で
あ
り
、
第
八
軽
戒
、
第
三
十
二

軽
戒
な
ど
に
小
乗
戒
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
軽
垢
罪
が
説
か
れ
て

い
る
こ
と
や
、
智
頻
自
ら
が
別
教
・
円
教
の
菩
薩
の
み
が
受
持
す

る
戒
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
十
戒
具

戒
」
の
文
は
、
声
聞
律
儀
を
受
け
る
菩
薩
と
は
別
の
、
十
善
性
戒

・
三
聚
戒
に
よ
り
受
戒
す
る
出
家
菩
薩
に
つ
い
て
説
か
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
っ
た
考
え
方
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
智
頷
は
在
家
菩

薩
の
戒
を
清
信
士
戒
と
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
判
断
し
て
、
出
家

菩
薩
の
戒
で
あ
る
「
十
戒
具
戒
」
も
、
小
乗
の
沙
弥
の
十
戒
及
び

具
足
戒
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
最
澄

が
「
梵
網
経
』
を
証
と
し
て
、
声
聞
戒
を
受
け
る
出
家
菩
薩
の
他

に
三
聚
戒
に
よ
り
梵
網
戒
の
み
で
出
家
す
る
菩
薩
僧
が
あ
る
と
い

っ
た
こ
と
は
、
智
顎
の
『
疏
』
に
従
う
限
り
は
認
め
ら
れ
な
い
で

な
い
。
覚
盛
の
『
菩
薩
戒
通
別
二
受
抄
』
に
は
、
叡
山
を
難
じ
あ
ろ
う
。

一r
匙．

中
国
天
台
で
は
、
小
律
儀
を
受
け
仏
果
に
至
る
の
が
蔵
通
菩
薩

で
あ
り
、
梵
網
戒
に
よ
り
直
ち
に
仏
果
を
得
よ
う
と
す
る
の
が
別

円
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
何
故
直
往
菩
薩
の

戒
で
あ
る
梵
網
戒
単
受
が
な
さ
れ
ず
、
日
本
に
於
て
そ
れ
が
な
さ

れ
た
の
か
。
こ
れ
に
対
す
る
叡
山
の
解
答
は
概
ね
、
中
国
で
は
日

本
の
よ
う
に
円
機
が
熟
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
大
小
兼
学
寺
の

制
に
よ
り
小
律
儀
を
共
に
す
る
迂
回
道
を
修
し
た
、
と
い
っ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
円
機
己
熟
に
関
連
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
最
澄
の
円
戒

が
、
円
戒
と
い
い
な
が
ら
も
法
華
開
顕
と
合
致
し
な
い
点
で
あ
る
。

法
華
円
教
の
戒
は
、
小
乗
戒
を
そ
の
ま
ま
菩
薩
戒
と
し
て
開
顕
す

る
絶
待
戒
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
最
澄
は
、
「
顕
戒

論
』
で
、法

華
経
云
、
汝
等
所
行
是
菩
薩
道
。
最
勝
王
経
云
、
欲
求
阿

褥
菩
提
当
行
声
聞
独
覚
之
道
。
即
知
、
小
律
儀
外
更
無
大
律

儀
。
但
所
護
持
有
爆
有
細
。

と
い
う
南
都
の
秦
文
に
対
し
て
、

汝
等
所
行
是
菩
薩
道
者
、
当
知
、
不
是
直
往
菩
薩
之
行
、
是

三
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回
小
入
大
菩
薩
之
行
也
。
夫
学
神
通
乗
者
何
用
羊
象
乗
。
明

知
、
今
所
引
経
文
開
漸
悟
行
。
又
最
勝
王
経
当
学
二
乗
道

者
、
是
亦
漸
悟
菩
薩
行
。
不
宜
頓
悟
菩
薩
之
行
。
即
知
、
小

⑫

律
儀
外
更
有
大
律
儀
。

と
応
酬
し
て
、
法
華
開
顕
に
従
う
の
は
漸
悟
迂
回
道
菩
薩
で
あ
る

と
い
っ
て
い
る
。
南
都
側
が
小
律
儀
に
執
し
て
、
直
往
菩
薩
の
た

め
の
別
円
戒
を
受
け
な
い
こ
と
は
、
『
顕
戒
論
』
に
、

羊
乗
与
象
乗
雛
不
求
小
果
、
遂
堕
二
乗
地
病
行
一
万
劫
。
比

国
之
比
丘
之
錐
無
求
小
果
、
求
声
聞
威
儀
。
是
則
求
小
因
。

⑬

寧
不
回
小
果
。

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
仏
果
を
得
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

小
果
に
堕
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

又
、
『
顕
戒
論
』
に
、

⑭

賜
白
牛
車
朝
不
用
三
車
。
得
家
業
夕
何
須
除
翼
。

と
い
い
、
又
、

法
体
雌
一
味
随
機
有
浅
深
。
一
乗
雌
無
対
未
開
教
有
余
。
今

⑮

依
法
華
制
暫
隔
求
小
因
也
。

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
開
顕
の
後
は
小
律
儀
を
受
け
な
い
と
い
う

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
最
澄
の
円
戒
は
、
小
乗

戒
を
選
別
し
た
後
に
円
戒
と
し
て
梵
網
戒
を
受
持
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
待
鹿
の
後
に
示
さ
れ
る
円
の
妙
で
あ
っ
て
、
開
顕
に
よ

り
示
さ
れ
る
円
意
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
蔵
通
の
鹿
戒

に
待
し
て
、
別
円
の
梵
網
戒
の
妙
が
説
か
れ
、
次
第
行
別
教
の
鹿

に
待
し
て
、
円
頓
戒
で
あ
る
梵
網
戒
の
妙
が
い
わ
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
法
華
開
顕
の
円
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
天
台
の

教
判
中
、
相
待
妙
に
相
応
す
る
も
の
で
、
最
澄
は
不
共
小
乗
の
立

場
上
、
絶
待
妙
を
無
視
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

安
楽
律
一
派
に
よ
り
盛
に
強
調
さ
れ
る
。
最
澄
が
小
乗
戒
を
棄
捨

し
た
の
は
、
法
相
宗
と
の
対
抗
上
、
天
台
の
相
待
判
釈
に
従
っ
て

円
教
の
優
位
を
述
・
へ
た
の
で
あ
っ
て
、
絶
待
判
釈
に
従
っ
た
な
ら

ば
、
最
澄
も
小
乗
戒
を
受
持
す
る
こ
と
を
認
め
た
、
と
い
う
の
が

こ
の
派
の
主
張
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
華
開
顕
に
従
う
の
は
漸
悟

で
あ
っ
て
頓
悟
で
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、
最
澄

は
絶
待
判
釈
に
於
て
も
小
乗
戒
の
受
持
を
認
め
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

こ
の
一
派
と
相
反
す
る
江
戸
時
代
の
学
佃
真
流
は
、
『
顕
戒
論

關
幽
記
』
で
、

天
台
立
待
絶
二
戒
者
、
法
華
之
中
会
三
乗
権
帰
一
乗
実
。
故

立
此
二
妙
、
相
待
論
判
、
絶
待
論
開
也
。
如
大
師
所
立
、
所

⑯

被
機
縁
既
是
大
直
行
而
非
漸
悟
行
也
。
何
以
待
絶
致
難
。

と
い
っ
て
、
円
戒
は
待
絶
の
二
妙
か
ら
説
か
れ
る
ゞ
へ
き
も
の
で
は

な
く
、
小
か
ら
大
へ
次
第
し
て
い
く
漸
悟
の
者
と
、
小
に
依
ら
ず
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直
に
大
へ
向
う
頓
悟
の
者
が
あ
る
う
ち
、
後
者
の
た
め
に
説
か
れ

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
漸
悟
と
頓

悟
の
区
別
を
し
、
漸
悟
よ
り
も
頓
悟
が
強
調
さ
れ
る
と
き
、
法
華

円
教
と
し
て
の
色
彩
が
薄
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
法
華
開
顕
に
対
す
る
最
澄
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
‐
『
顕
戒
論
』
に
、

僧
統
奏
日
、
然
法
華
一
乗
初
為
声
聞
。
故
三
周
説
終
利
小
機

已
上
○

奏
文諭

日
、
小
機
時
熟
為
小
乗
。
若
大
機
熟
為
説
大
教
。
未
間
為

小
機
三
周
説
一
乗
。
恐
章
疏
診
也
。
法
華
三
周
説
円
一
乗
終

利
大
機
皆
与
仏
記
。
所
以
四
十
余
年
不
顕
説
者
、
皆
由
大
機

未
純
熟
故
。
経
云
、
所
以
未
曾
説
説
時
未
至
故
。
豈
不
待
大

機
哉
。
今
僧
統
云
、
初
為
声
聞
故
三
周
説
終
利
小
機
、
深
足

⑰

可
怪
也
。

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
法
華
で
の
三
周
説
は
小
機
の
為
に
説
か
れ

た
の
で
は
な
く
、
小
機
が
小
乗
の
教
え
を
受
け
た
後
、
大
教
を
受

け
得
る
段
階
に
於
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
已
に
円
機
が
熟
し
、
法
華
一
乗
の
真
実
教
を

受
け
る
状
態
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
南
都
側
特
に
法
相
宗
の

態
度
は
方
便
と
し
て
説
か
れ
た
三
乗
真
実
説
に
終
始
し
て
、
直
道

で
あ
る
一
乗
円
教
を
無
視
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

智
頒
は
梵
網
戒
を
別
円
菩
薩
の
戒
と
し
、
明
砿
は
円
教
五
十
一

位
の
菩
薩
の
戒
と
し
て
、
執
れ
も
声
聞
を
共
に
し
な
い
菩
薩
の
戒

と
し
な
が
ら
も
、
現
実
の
受
戒
に
際
し
て
は
小
乗
戒
を
依
用
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
智
頒
、
明
曠
と
も
に
、
梵
網
戒
を
乗
戒
一
致
の

理
戒
と
し
て
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
梵
網
戒
を
事
戒
と
し
て

十
重
四
十
八
軽
の
み
を
受
持
す
る
最
澄
の
説
と
の
間
に
は
、
大
き

な
隔
り
が
あ
る
。
し
か
も
梵
網
戒
だ
け
で
は
、
出
家
者
の
威
儀
に

関
す
る
事
項
が
少
な
く
、
小
乗
律
儀
を
ま
じ
え
な
い
菩
薩
僧
の
集

団
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
も
生
じ
る
。

こ
の
よ
う
な
難
題
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
澄
が
梵
網
戒

最
初
か
ら
法
華
で
の
開
顕
を
た
の
み
と
し
て
、
自
ら
は
有
余
教
を

受
け
小
乗
律
を
共
受
す
る
の
は
、
漸
悟
迂
回
道
を
進
む
こ
と
に
な

る
。
最
澄
が
南
都
の
開
顕
を
迂
回
道
と
し
た
の
は
、
こ
こ
に
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
法
華
円
教
に
よ
り
直
道
を
進
む
初
茉
菩

薩
は
、
『
法
華
経
』
の
「
安
楽
行
品
」
の
制
に
従
い
、
小
乗
律
を

隔
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
開
顕
の
後
は
小
律
儀
を
受

け
な
い
と
い
う
の
は
、
法
華
開
顕
が
一
切
の
戒
に
対
し
て
妙
戒
と

し
て
の
価
値
を
も
た
せ
る
こ
と
か
ら
、
天
台
の
意
に
反
す
る
も
の

Ｌ
」
い
え
よ
澪
フ
。

←レ

バ石
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単
受
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
一
宗
と
し
て
の
真
の
独
立
を
図
る
た

め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
法
相
宗
と
の
一
三
論
争
を
通
し
て
、

法
華
一
乗
の
意
義
を
深
め
、
円
教
の
三
学
の
実
践
を
め
ざ
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
法
華
円
教
の
優
位
が
示
さ
れ
る
程
、
そ
の
開

顕
説
が
後
退
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

小
乗
戒
棄
捨
、
梵
網
戒
単
受
と
い
う
最
澄
の
戒
学
は
、
そ
の
後

の
叡
山
仏
教
に
大
き
な
問
題
を
提
示
し
た
が
、
そ
れ
が
又
、
天
台

宗
の
日
本
的
開
化
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

註
①
大
正
蔵
第
四
十
巻
五
八
一
頁
ｃ

②
同
五
八
○
頁
ｂ

③
同
五
六
三
頁
ａ

④
同
五
八
○
頁
Ｃ
ｌ
五
八
一
頁
ａ

⑤
同
第
四
十
六
巻
四
八
四
頁
ｃ

⑥
大
日
本
仏
教
全
書
第
七
十
一
巻
一
五
頁
下

⑦
同
一
六
頁
上

③
同
一
六
頁
下

⑨
大
正
蔵
第
三
十
三
巻
七
一
七
頁
ａ

⑩
同
第
二
十
四
巻
一
○
○
七
頁
に
は
、
「
復
作
是
願
。
寧
以

此
身
臥
大
猛
火
羅
網
熱
鉄
地
上
終
不
以
破
戒
之
身
受
信
心
檀
越
百
種

床
座
。
」
と
あ
り
。

⑪
同
第
四
十
巻
五
六
九
頁
ｂ

⑬
同
第
三
十
三
巻
七
一
七
頁
ｃ

⑬
同
第
四
十
巻
五
八
一
頁
ｃ

⑨ ⑬、⑳⑮⑭⑳⑫、⑳⑳⑳⑳⑳⑳④⑳⑳⑳⑳⑲⑬⑰⑯⑮⑭

大
日
本
仏
教
全
書
第
七
十
一
巻
一
六
頁
上

大
正
蔵
‐
第
四
十
六
巻
三
六
頁
ａ

同
第
四
十
巻
五
八
四
頁
ａ

同
五
八
四
頁
ｂ

大
日
本
仏
教
全
書
第
七
十
一
巻
一
七
頁
下

伝
教
大
師
全
集
第
一
巻
三
五
頁

同
一
九
七
頁

同
一
○
九
頁

同
第
三
巻
五
八
三
頁

同
第
一
巻
二
六
頁

大
正
蔵
第
三
十
三
巻
七
一
八
頁
ａ

同
第
四
十
巻
五
九
九
頁
ｃ

同
五
九
九
頁
Ｃ

天
台
大
師
全
集
法
華
玄
義
第
一
巻
五
九
九
頁

大
正
蔵
第
四
十
六
巻
二
五
五
頁
ａ

同
二
五
五
頁
ａ

同
第
三
十
三
巻
八
七
三
頁
ｂ

伝
教
大
師
全
集
第
一
巻
二
三
頁

大
正
蔵
第
四
十
巻
五
八
二
頁
ａ

同
第
三
十
四
巻
三
四
三
頁
ｃ

同
第
二
十
四
巻
一
○
○
四
頁
ｃ

伝
教
大
師
全
集
第
一
巻
二
五
頁

大
正
蔵
第
四
十
巻
五
七
三
頁
ｂ

伝
教
大
師
全
集
第
一
巻
一
二
頁

大
正
蔵
第
七
十
四
巻
六
八
一
頁
ｂ

同
第
十
七
巻
九
○
四
頁
Ｃ
ｌ
九
○
五
頁
ａ
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⑬⑫、⑳

同
九
○
四
頁
Ｃ

日
本
大
蔵
経
第
三
十
五
巻
五
一
○
頁

伝
教
大
師
全
集
第
１
巻
一
四
九
頁

同
一
三
七
頁

⑰⑯⑮⑭

同
二
七
頁

同
八
八
頁

天
台
宗
全
書
第
十
七
巻

伝
教
大
師
全
集
第
一
巻

一
三
八
頁
上

一
三
八
頁

60




